
令和２年度 地域と学校の連携・協働体制構築研修会
（兼）地域学校協働活動推進員等研修会

コミュニティ・スクールの仕組みを生かした

地域学校協働活動

CSが核となった地域課題の解決に向けた取り組みと地域活性化の取り組みについて

国府演JOY祭
・これまでの経緯
・イベントに向けての準備
・イベントの様子
・子どもたち、地域の思い

府中市立国府小学校 学校運営協議会



【地域の中での人のつながりの課題がみえてきた】

コミュニティ・スクール設立まで
見えてきた課題

地域と保護者が、
話す場が必要！
大人が変われば、
子供は変わるよ！

子ども会と地域が
「どんな子供に育
てたいのか」話し
たことがないな～



地域をあげて、
行う行事が今はな
い。新しい国府学区
の行事をしよう！

コミュニティ・スクール設立まで 見えてきた課題

小さい子からお
年寄りまで、幅広
い年齢層から､多く
の方に来てもらお
う！

CSのキャッチフレーズは､
「つながろう！ お互い
を知り合おう」がいいん
じゃないか！



こころ部会
あいさつの推進・安全活動など
豊かな心の醸成や安全安心な

生活環境づくりなどに
取り組みます

げんき部会
食育・体育活動・清掃活動など
学校生活の土台づくりに

取り組みます

まなび部会
学習体験・土曜広場
などの学習の支援に
取り組みます

イベント部会
国府演JOY祭など

学区をあげてのイベントなどに
取り組みます

4部会の設定



学校・地域・公民館

公民館
・小学校の学校運営協議会の委員
・演JOY祭を行うイベント部の部長

(館長)
・学区社協、学区体育会の

事業への協力

地域
・町内会長代表が公民館の

運営審議委員
・町内会長全員が小学校の

学校運営協議会委員
（６町）

学校
・校長先生が公民館の運営審議委員

・PTA保護者代表３名が
学校運営協議会委員



『国府演JOY祭』ができるまで
地域による『公民館まつり』

学校による『音楽発表会』

保護者による『読書まつり』



国府演JOY祭

事業のきっかけ(取り組みの背景)
●公民館(地域) 

公民館まつりなどに高齢の方

は多いが若い人があつまらない

●学校

音楽発表会や読書祭りに地域の方

が来られない

地域の皆んなが集える祭りへ



平成２９年度
学校運営協議会推進委員会での取組み

• 3つの行事の一体化

音楽発表会(学校)

読書まつり(保護者)

公民館まつり(地域)

児童から
積極的な
参画あり



イベント部会の取り組み

●国府演JOY祭
・６年生への経過説明(館長がゲストティーチャー)

・イベント部会の開催
・６年生からの企画案のプレゼン検討
・準備、運営
・

お膳立てはしない、自分で解決し達成できる力を培う



国府演JOY祭に向けて(地域・公民館)

【地域】
・各町内会からの各部員の選出

・第１回 イベント部会
イベントの趣旨、Kネットの説明、
支援員の依頼

・第２回 イベント部会
６年生各部からの企画案を検討

・前日の準備、当日の運営支援

【公民館】
・公民館サークルへの出展、出演依頼、
地域への周知・作品出展、出演依頼
学校、地域との打ち合わせ
各借用物、準備物の準備



国府演JOY祭に向けて(学校)

カリキュラム（総合的な学習）

３年生「地域の人とつながりたい」
４年生「誰もが住みやすい町に」
５年生「府中家具を広めよう」
６年生「国府演ＪＯＹ祭で地域とつ

ながろう」



国府演ＪＯＹ祭でのブース発表



活動からの成果・今後の方向性
見えてきた課題

・児童の地域の諸行事への参加や参画が増えた

・学区内の中学生や高校生とのつながりが薄い

・学区内の世代間によるつながりにムラがある

イベントで終わらせない

日常の挨拶や地域行事への参画へ

まちづくり・ひとづくり



コロナ禍でのその他の取組

コロナに負けるな。６年生絵手紙展

地域の方から住みよいまちづくりの聞き取り

ミシンの手習い



平成２９年度
2017年

平成30年度
2018年

令和元年度
2019年

令和2年度
2020年


